
プログラム

・菅江真澄紹介（映像）

・講演①「丹羽嘉言と菅江真澄」

・講演②「菅江真澄の図絵の魅力と課題」

・シンポジウム「ふるさと岡崎 菅江真澄再発見」
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【問い合わせ先】岡崎市立中央図書館（岡崎市康生通西4－71）
電話：0564-23-3111 FAX：0564-23-3165

申し込み方法
４月９日（月）より開始

図書館ホームページのリンク先（あい
ち電子申請・届出システム）のフォー
ムからお申し込みいただくか、電話ま
たはちらし裏面の申込票を中央図書館
のカウンターまでお持ちください。 申込み用ＱＲコード

（あいち電子申請・届出システム）

会場：岡崎市図書館交流プラザ
りぶらホール

定員：180名（先着・参加無料）
秋田県立博物館蔵 菅江真澄肖像画



申

込

欄

６月２日開催 菅江真澄シンポジウム「ふるさと岡崎・菅江真澄再発見」に参加します。

(ふりがな)

氏名
電話番号 － －

携帯電話 － －

申込票

会場案内

江戸時代後期の紀行家・国学者である菅江真澄は、30歳で故郷である三河を出発し、
陸奥・蝦夷地を中心に47年間を旅に暮らしました。旅のすがら庶民の生活、風習などを
日記・随筆・図絵類で詳細に書き残し、民俗学の父である柳田國男は「民俗学の先覚」
「遊歴文人」と称しています。
しかし、今もなお菅江真澄の確かな故郷・出自・学問の系統などは、はっきりとわ

かっていません。本シンポジウムでは、真澄の謎や魅力をひもときながら、岡崎の歴史
や民俗について考えます。

『花の出羽路』序文より

「三河の国乙見の里人菅江の真澄」「三河の国乙見の里人菅江の真澄」

http://www.city.okazaki.aichi.jp/libra/805/p014004.html
http://www.city.okazaki.aichi.jp/libra/805/p014004.html

